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植民地台湾で制作，撮影された
映画における日本の表象
The Study of Japan Image in Film of Colonial Taiwan
曾　　文　　莉
要 旨
　本稿は植民地台湾で制作，あるいは撮影された映画を取り上げ，それらの映
画における日本の表象を分析する。まずは記録映画に登場する日本の表象を紹
介する。植民地台湾で制作，あるいは撮影された記録映画は二種類ある。一つ
は日本人に見せるもので，教化の成果を強調する映画なので，登場するのは日
本の表象ではなく，台湾の表象である。一つは台湾人に見せるもので，日本人
は教える立場なので，本島人の手本だと推測できる。これらの映画における日
本は清潔で，進歩的で，知的な表象である。
　一方，植民地台湾で制作された劇映画は資本面から分類すると，台湾の資本
と人材によって制作された映画，台湾と日本との合資によって制作された映画，
日本の資本と人材によって制作された映画の三つに分類できる。これらの映画
はストーリーや民族同士の関係が類似しているという特徴がある。映画におけ
る日本人の表象は単純である。女性はすべて優しい令嬢であり，男性は主に教
化者として登場する。
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一　は じ め に
　台湾映画における日本の表象を研究するに当たって，最も難しい問題は
台湾映画とは何かということだろう。映画だけでなく，文学もそうで，単
純に国や民族で定義できないことこそが台湾の困難さである。台湾ニュー
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シネマやポスト台湾ニューシネマを定義する時は「主に台湾の資本と人材
によって制作された映画」という基準が通用する。これらの映画の対日観
は比較的はっきりしているので，台湾人のアイデンティティーと中国人の
アイデンティティーの違いも明らかである。しかし1980年代以前となると
難しい。漢人は台湾人なのか？　また原住民は台湾人なのか？　台湾人とは
日本人と区別するために使う単語なのか？　台湾人，原住民，中国人，日本
人というアイデンティティーの変化はどのようにして生じるのか？　台湾の
映画史全体を研究しないと，これらの問題の答えは出ないだろう。本稿は
日本統治時期を扱う。植民地台湾で制作，撮影された映画における日本の
表象を明らかにすることによって，後の映画にどんな影響を与えたかもわ
かるはずだ。
　先行研究は以下のものがある。呂訴上『臺灣電影戲劇史』1），田村志津枝
『はじめに映画があった―植民地台湾と日本』2），黃仁・王唯『臺灣電影
百年史話』3），葉龍彥『臺灣電影百年史日治時期台灣電影史』4）などは映画史
研究である。三澤真美恵『殖民地下的〈銀幕〉―台灣総督府電影政策之
研究（1895－1942年）』5），『「帝国」と「祖国」のはざま―植民地期台湾映画
人の交渉と越境』6），三澤真美恵編『植民地期台湾の映画―発見されたプ
ロパガンダ・フィルムの研究』7）などは日本統治時期の映画に関する社会的
研究や芸術的研究である。具体的には映画政策や市場，映画の特徴や音楽
などについて述べている。川瀬健一『植民地 台湾で上映された映画―
1899（明治32）年－1934（昭和 ₉ ）年』8），『植民地台湾で上映された映画―
1935（昭和10）年－1945（昭和20）年増補改訂版』9），李道明ほか『台灣紀錄片
研究書目與文獻選集』10）は資料集である。本稿はこれらの先行研究を参考
にして，植民地台湾で制作，あるいは撮影された映画を取り上げ，それら
の映画における日本の表象を分析する。
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二　植民地台湾で撮影された記録映画
　現存の資料によると，台湾で制作，あるいは撮影された最初の映画は1907
年の『臺灣紹介活動寫眞』である。1907年に台湾総督府の依頼を受けて，
高松豊次郎らが台湾各地を巡って撮影した。同年の ₅ 月に上映された時，
『臺灣日日新報』はこの映画の詳細について述べている。台北の撮影（計二
十種），蕃界の撮影（計五種），当局者の苦心と蕃人の状態（計十九種）11），鉄
道旅行と地方漫遊（計六十七種），基隆港と金山（計九種），合計百九種だと
いう12）。さらに， ₅ 月12日，14日，15日，16日の『臺灣日日新報』はこの
うち主なものを選び，詳しく映画の内容を紹介した。また，高松豊次郎に
対しては「其の献身的熱誠を以て世界に於ける模範的殖民地の此の臺灣を
紹介すべく心血を灑いだ活動寫眞固より一點の申分あらう筈がない」と評
価し，『臺灣紹介活動寫眞』を撮る目的については「今以て土匪と生蕃とを
混同にして居る母国人に對つて我が新領土臺灣の文化は幾干程度に進んで
居るか政治設備は如何風俗推移は如何殖産は如何工業は如何總て此等の實
状を紹介するものは文字よりも繪畫よりも將た言辭よりも恐らく氏の活動
寫眞に如くものはあるまいと信ずる」13）と述べている。これらの記事から
見ると，『臺灣紹介活動寫眞』は台湾人にも見せるが，主に日本人に見せる
ために撮ったものだと判断できる。その後，台湾総督府の主導の下で，一
連の記録映画が制作された。
　1910年 ₉ 月，総督府の支援を受けていた愛国婦人会台湾支部は，高松豊
次郎が創立した同仁社に討蕃の映画の撮影を依頼する14）。同年10月，同仁
社は再び愛国婦人会台湾支部の依頼を受け，討蕃隊の実況映画を撮る15）。
1912年 ₄ 月，高松豊次郎は前進隊活動写真を持って上京，貴衆両院議員や
台湾関係者に見せた16）。同年11月，同仁社はまた愛国婦人会台湾支部の依
頼を受け，前進行動の映画を撮影する17）。1916年，台湾総督府は始政記念
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の名義で台湾勧業共進會を行開催，同仁社は共進會の映画を撮り，台湾で
短期間上映した後，日本に持っていく18）。
　同仁社だけではなく，1917年から，総督府の支援を受けた台湾教育会が
撮影機を手に入れ，多くの風景や交通，衛生方面の教化のための映画を撮
り始める。李道明は次のように述べている。「映画制作の面では，毎年台湾
教育会に属するカメラマンやスタッフによって約25本の映画を作った。ま
た，日本の内地や外国から約20本の教育映画を購入した。1917年に萩屋堅
藏がカメラマンとして雇われてから，1924年 ₃ 月までの間に，台湾教育会
は84本の映画を制作した。そのうち，14本（17％）は政治活動の記録，11
本（13％）は地方の農産品や水産品，22本（26％）は都市，離島，風景や交
通状況， ₅ 本は衛生観念の宣伝や伝染病の予防， ₅ 本は運動会の記録（主
に陸上競技）， ₄ 本は文化活動の記録である。教育と直接に関連がある映画
は ₃本しかない。これは台湾教育会が映画を使う目的を再度説明している。
1916年以前の愛国婦人会と同じく，教育目的よりは政治目的がまさってい
た。」19）この分類は再考の余地があるが，1917年から台湾で数多くの文化映
画が制作されたことは明らかである。1921年から1922年にかけて，各政府
部門も映画制作を始める。例えば新竹州警務部理蕃課は撫育資料として，
馬武督社蕃人の収穫の状況を撮影した20）。臺南州衛生課は「臺中高雄の衛
生課と協議の結果三州聯合で經費約千五六百圓で虎列刺豫防宣傳活動寫眞
のフィルムを作製することになった」21）。このように，植民地台湾で制作さ
れ，あるいは撮影された記録映画はほぼ政府，または政府の支援を受けた
団体が作るので，当然時局映画や文化映画が多かった。
　1920年代半ばから1930年代半ば，日中戦争が起こる前の時期は，台湾の
映画市場が最も多様化した時期である。台湾の資本と人材によって制作さ
れた劇映画もこの時期に登場する。しかし日中戦争が起こって，再び記録
映画や文化映画，ニュース映画が多くなる。実のところ，『臺灣日日新報』
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は1923年に映画部を設立した時から，既に不定期にニュース映画を制作し
ていた。李道明は次のように述べている。「1931年，『東京日日―大阪每
日映画会社』が台湾で支社を設立した後，ニュース映画は定期的に映画館
で上映され始めた。この会社は日本国内で唯一教育映画を配給する組織な
ので，台湾総督府が社会教育で使用するための教育映画やニュース映画の
主な供給源となった。1937年 ₉ 月に，総督府が各地方政府に転貸し，巡回
上映されたニュース映画，あるいは『新聞特報』は主に臺灣日日新報，大
阪每日新聞，讀賣新聞が制作した。1938年時点で，総督府が各機構から購
入したニュース映画，または戦争に関する映画は約50本だった」22）。『臺灣
日日新報』は1936年の年末から定期的にニュース映画を制作する。
　1937年，『南進台湾』が制作された。陳怡宏によれば，「実業時代社長・
永岡涼風と財界之日本社主幹・枠本誠一が日本人に大日本帝国南進の礎石
としての台湾を再認識させるため，『南進台湾』の製作を企画したもので，
観光と産業がテーマである。まず総督府および地方州庁と交渉を進め，二
ヶ月後にカメラマンを伴い台湾を訪れて，自然，人物，統治，教化，官業，
産業，交通観光，国防などの八つのパートを撮影した」23）。1940年には新版
『南進台湾』も制作された。「こちらの新版『南進台湾』は七本のリールで
構成されている。このリメイクは一九三七年の盧溝橋事件以降の情勢の変
化によるもので，日本人に国防，産業および文化の各方面において，台湾
に対してより広範な認識をもたせるためのものである。」24）どちらにしても，
明らかに日本人に見せるものであることがわかる。1941年 ₉ 月，台湾総督
府の支援で，映画制作，発行，上映などの権利をすべて握る「臺灣映畫協
會」が創設された。1942年，『臺灣日日新報』の映画部も台湾教育会の映画
部も合併され，「臺灣映畫協會」は当時唯一の映画制作ができる組織にな
る。
　植民地台湾で制作，あるいは撮影された記録映画は数が多いが，大部分
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が散逸して残っていない。これらの映画はほぼ政府，または政府の支援を
受けた団体が作ったので，映画における日本の表象は，比較的単純である。
基本的に衛生観念，風俗習慣，産業知識などを見せる社会教育映画で，台
湾人に見せるためのものではない。これらの作品は支配者と被支配者との
対話ではなく，支配者間のコミュニケーションである。『臺灣紹介活動写
真』も『南進台湾』もそうで，映画に登場するのは日本人が日本人に見せ
たい台湾の表象であり，台湾映画における日本の表象ではない。学校教育
や討蕃を描く映画に登場する日本は教える立場で，本島人の手本だと推測
できる。つまり映画における日本は清潔で，進歩的で，知的な表象である。
三　植民地台湾で撮影された劇映画
　現時点で，植民地台湾で制作，あるいは撮影された劇映画について語る
ならば，基本的に呂訴上の『臺灣電影戲劇史』と三澤真美恵の『殖民地下
的〈銀幕〉―台灣総督府電影政策之研究（1895－1942年）』を参照しなけれ
ばならない。呂訴上が列挙する14本の映画に，三澤真美恵の論考が挙げる
₂本の映画を加えて，植民地台湾で制作あるいは撮影された劇映画は16本
だと思われる。以下，それらの作品を順に紹介する。
₁．『佛陀の瞳』
　呂訴上25）によると，日本の主導で制作され，監督も主演も日本人だが，
初めて台湾人が俳優として出演した映画である。『臺灣日日新報』に映画の
概要26）や台湾での撮影記録27）が載っている。南京の町で極悪非道と言われ
ている大官が廟を参拝した時，美しい少女に心を惹かれる。少女の父は大
金をもらい，娘を大官に売る。喜んで酒を飲んでいる父の前に娘が姿を現
し，さらに娘の姿は佛陀の姿に変わる。父が佛陀の瞳を見ると，それはす
なわち娘の眼であった。急いで大官の家に行き，父は大官に告げた。その
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少女は実は大官の娘だった。15年前，大官が町の法官だった頃，無実の罪
で彼を苦しめたので，彼は大官の娘を誘拐したのだ。それを聞いた大官は
彼を切り殺す。しかし最後に，大官は佛陀の前で悔悟し，少女の父を殺し
た刀で自分の首を突いて死ぬ。
　『臺灣日日新報』28）によると，「劇の内容は佛陀の愛を欧米人に知らしめ
るのが目的」で，「日本にも未だ見ない気分劇を作るつもりです」と述べて
いる。今のところ『佛陀の瞳』の上映記録が見当たらないため，台湾で上
映されていない可能性もある。
₂．『天無情』
　1925年に上映記録が残っている。臺灣日日新報活動寫眞班が主導で，日
本人以外に，台湾人も制作や出演に参加した作品である。『臺灣日日新報』29）
によると，『天無情』は「背景を北部の水郷にとり人身賣買の弊習を主として
宗教的思想の衝突を鋭く描いた」，「本島在来の弊風を矯める悲劇」である。
₃．『誰之過』
　1925年に主に台湾人がメンバーの「台湾映画研究会」が結成され，同年
に『誰之過』を制作した。この映画は台湾人が出資，監督，撮影，脚本，
出演している。主に台湾の資本と人材によって制作された最初の映画であ
る。『誰之過』のストーリーは『臺灣日日新報』30）に紹介がある。ヒロイン
は女性問題を研究する林で，金持ちの李がその美貌に惚れこみ，無理やり
結婚する。ヤクザの張が林を拉致した。最後は，林の恋人だった鉱山技師
の劉が彼女を救い出す。
₄．『 情 潮 』
　呂訴上は台湾で撮影された映画の一つとして『情潮』を挙げている31）。
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資料が少ないため，出資は台湾人で，監督と撮影は日本人であることしか
確認できない。『情潮』の制作会社は上海で創立されている。ほかにも出資
者がいるかどうか，脚本，キャストなども不明で，台湾で撮影されたとい
う記事も上映記録も見つかっていない。
₅．『阿里山の侠児』
　1927年に上映された『阿里山の侠児』は出資，監督，脚本，撮影，出演
者が全部日本人だが，エキストラとして原住民が登場する。呂訴上の記録
以外に，多摩美術大学のウェブサイトに詳しいストーリーが紹介されてい
る。「阿里山で『蕃童教育』に生涯を捧げるクリスチャンの青木と，彼を慕
い，尊敬しているツォー族の青年アオイが主人公である。青木は，阿里山
の付近で突如発見される石油のトラブルに巻きこまれて，日本人に反感を
持つバットに殺されてしまうが，青木の娘信子は，父の意志を受け継いで，
一人阿里山に残る。ある祭りの夜，バットは山にある昔からの『迷信』を
逆用して，日本に反逆を企てるが，アオイは自らの身を犠牲にして，『首狩
り』の悪風を改めさせる。」32）
　『阿里山の侠児』の原作は岩崎秋良，すなわち映画評論家の岩崎昶であ
る。彼は『阿里山の侠児』執筆当時のことについて，いくつかの感想を残
した。高砂族については何も知らない，台湾へ取材には行ってない，原作
はことわりもなく改竄された，実はインディアンを描くアメリカ映画『滅
び行く民族』からヒントを得たなどと岩崎昶は語っている33）。
₆．『 血 痕 』
　1929年に上映された『血痕』は出資から監督，脚本，撮影，出演者まで
すべて台湾人によって制作された作品である。『血痕』に関する資料は呂訴
上の記録以外にはほぼ残されていない。ヒロインの父は強盗殺人事件によ
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って，命を落とす。ヒロインは男装して山地に入り，犯人を捜す。彼女の
恋人も追いかけて行く。最後に二人はヒロインの父の復讐を遂げるという
ストーリーである。
₇．『義人呉鳳』
　1932年，台湾で生まれ育った安藤太郎は林石生らと日台合作で「日本合
同通信社映画部台湾映画製作所」を設立した。最初の作品が『義人呉鳳』
である。阿里山の蕃人には，祭に人の首を供える風俗があった。役人の呉
鳳はこの悪習を止めさせたいと考える。呉鳳に説得された蕃人は，昔取っ
た首を供えることにした。しかし四十余年が過ぎると，もう供える首がな
くなり，蕃人は新たに首を取ることを決める。それを知った呉鳳は，明日
の昼頃，赤い服を着て，ここを通る者の首を取ろうと蕃人に言った。翌日，
言われた通りにした蕃人が取った首を見ると，それは呉鳳だった。蕃人は
声を上げて泣き，呉鳳を神として祀り，その後は人の首を取ることをやめ
た。
　自分を犠牲にして原住民を教化するストーリーから見ると，『義人呉鳳』
は明らかに理藩宣伝映画である。主たる登場人物は呉鳳も含めて，中国人
も原住民も日本人俳優が演じていて，エキストラだけが原住民である。監
督，撮影，脚本なども全部日本人なので，李道明は「この映画の監督 ₂人，
撮影の池田専太郎，俳優の津村博，秋田伸一，湊明子，丘ハルミはすべて
日本人である。また台北の『芳乃館』で日本観客向けに封切りされた。そ
のため筆者はこの作品を台湾が制作した映画と思わないので，ここでは議
論しない。」34）と語っている。
　2011年に上映され話題を集めた『セデック・バレ』と同じく首狩りの伝
統を描く，『義人呉鳳』は近年日本で数回上映された。2014年11月の東京国
立近代美術館フィルムセンターにおける「映画監督 千葉泰樹」企画，2015
― 206 ―
年12月のラピュタ阿佐ヶ谷における「映画探偵の映画たち」特集，2016年
₇ 月の大阪シネ・ヌーヴォにおける「特集上映　映画探偵＋戦前 SF 映画」
などにおいてである。
₈．『怪紳士』
　1933年に上映された『怪紳士』は台北良玉影片公司が日本合同通信社映
画部台湾映画製作所に委託して制作した，宝の地図を巡る探偵物語である。
監督と撮影以外，俳優はほぼ台湾人で，唯一日本人が演じた役も「匪賊の
黄」で，漢人役だと推測できる。貿易商の唐が殺された。彼の宝の地図を
匪賊の黄が手に入れる。アモイ出身の金貸しの蔡に殺された時，黄が車の
外に投げ出した宝の地図を，記者である周が拾う。周は匪賊を打ち倒して，
唐の娘と一緒に宝を見つける。最後に，二人は結婚して，唐の家業を継ぐ。
₉．『嗚呼芝山巌』
　現存の資料によれば，1936年に上映された『嗚呼芝山巌』のストーリー
には二つの可能性がある。まず呂訴上の記録によると，『嗚呼芝山巌』は芝
山巌事件に基づく作品である。1896年に ₆人の教師が芝山巌学堂 35）から下
山しようとした時，抗日ゲリラに遭遇し，全員が殺された。 ₆人の被害者
は「六氏先生」と呼ばれ，台湾の教育のために犠牲になった英雄として，
碑が建てられた。後に六氏先生をはじめ，台湾教育に殉じた人々を祀る「芝
山巌神社」も創建された。もう一つの可能性は三澤真美恵が発見した柴山
武矩の文章「映画　君が代少年　嗚呼芝山巌」に基づく36）。それによると，
『嗚呼芝山巌』は日本人教師の指導により，誤った道に踏み入った少年が生
まれ変わる物語である。新しい資料が発見されない限り，映画のストーリ
ーは確定できないが，どちらにしても，日本人教師の役割が大きいし，台
湾における日本式教育の出発点と見なされている芝山巌学堂を題材にして
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いることから見て，この映画が日本人教師の偉大さを宣伝していることは
間違いないだろう。
　定説によれば，『嗚呼芝山巌』は，静香八郎が監督，総督府文教局が企
画，北畠現映が原作で，国粋映画社が制作したという。しかし国粋映画社
についての資料はほとんどなく，監督の静香八郎については俳優としての
資料しか残っておらず，監督としての記録はなかった。原作の北畠現映は
1932年から1942年まで，総督府文教局編修課の編修書記を務めていた。お
そらく「総督府文教局が企画」というのはこのことである。
10．『君が代少年』
　これは呂訴上の記録にない作品である。三澤真美恵が発見した柴山武矩
の文章「映画　君が代少年　嗚呼芝山巌」37）によると，映画は1935年の台
湾大地震の際に，『君が代』を歌いながら死んだ少年の話に基づく作品であ
る。村上政彦38）はこの「君が代少年」の幼馴染みを取材し，確かに映画撮
影があったという証言を得ている。他に，川瀬健一39）の研究にも1936年 ₁
月に台北の芳乃館で上映されたという記録がある。タイトルは『君が代』
で，制作会社は国粋映画社である。
11．『翼の世界』
　これも呂訴上の記録にない作品である。三澤真美恵は，1936年に『翼の
世界』の台湾ロケが行われたという記事40）を発見した。
　マツダ映画社によると41），『翼の世界』は本来トーキー作品だが，マツダ
映画社が所蔵しているのは地方巡回用の無声縮刷版である。主人公の川田
と親友朝倉は東京飛行場の操縦士である。朝倉は最新の“純国産東洋型第
一号”の試験飛行をしたかったが，上官は川田に飛行を命じた。これを知
った朝倉はこっそり飛行し，誤って格納庫に激突する。川田は親友のため
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に，事故の全責任を負って福岡へ転任して行く。朝倉は，事実を書き残し
自殺する。川田は，輸血をするために濃霧の中を駆けつけた。最後，命を
取り留めた朝倉は，川田とともに飛行機に乗り飛び立って行く。
　マツダ映画社のウェブサイトは以下のように解説している。「日本最初の
本格的航空映画と銘打って公開された作品であり，日本航空輸送会社との
大々的タイアップの下に，大連線，台湾線，福岡飛行場等でロケーション
を敢行。当時，女流飛行家として人気を得ていた西村阜子も映画初出演し
ている。当然ながら，航空会社の宣伝映画的色彩を強く帯び，欧米の航空
映画が持つ空中撮影の迫力には到底及ばなかったが，新しい事柄に果敢に
挑戦したその姿勢は大いに評価された。」42）1936年に台北飛行場の第一期工
事が完成し，日本の福岡第一飛行場との間で，本島と内地を結ぶ内台定期
航空路の運行が開始した。このような背景およびストーリーから見ると，
『翼の世界』は単純な航空会社の宣伝映画である。
12．『南国の歌』
　製糖会社の令嬢，久美子は農場事務主任の山岡良太に想いを寄せている。
しかし山岡は社宅の娘と恋に落ち，二人は南方を開拓しようという志を持
つ。最後，山岡と社宅の娘は結婚して，台湾で奮闘する。
　『南国の歌』についての資料は呂訴上の記録43）以外，ほとんど残ってい
なかった。三澤真美恵は1937年の『キネマ旬報』や『臺灣公論』でいくつ
かの資料を見つけ，台湾ロケ当時の情報や製糖会社の宣伝であったことな
どを明らかにした44）。近藤経一が原作だという記録はあるが，具体的には
小説か脚本かも不明である。また，川瀬健一の研究によると台湾での上映
記録はなかった45）。
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13．『望春風』
　1938年に上映された『望春風』は，1933年に発表された台湾の民謡を改
編した作品である。映画フィルムは散逸したが，ストーリー概要は『臺灣
公論』46）に掲載されている。拝金主義の継母はヒロインの秋月を芸妓とし
て売ろうとする。憤慨した清徳（秋月の恋人）はどんな苦学をしても出世し
てみせると，秋月と固い約束を交わして東京へ行く。しかし秋月の父が不
慮の負傷で精神異常になったため，秋月は台北で芸妓になる。帰ってきた
清徳は社長令嬢の恵美と親しくなるが，秋月と再会して二人の愛が甦える。
それを知った恵美は日本女性の精神を発揮して自分の恋を諦め，秋月を自
由の身にして清徳との愛を実らせてやろうと努力する。その心を知った秋
月は，愛する清徳の前途を考えて清徳を令嬢に譲ろうと考える。自分の存
在が清徳の将来を邪魔すると思って，秋月は鉄道自殺をした。秋月は清徳
と令嬢の幸福を祈り，「望春風」を聴きながら瞑目する。
　『望春風』の制作会社，第一映画製作所の所長の呉錫洋はこの映画を「台
湾女性の皇民化」47）だと語り，映画の広告にも「内臺融和教化映画」と書
いてある。しかしストーリーから見ると，皇民化や教化性は感じにくい。
三澤真美恵は「それは日中戦争勃発前後の緊迫する状況のなかで植民地権
力を懐柔し，みずからの主体性を確保する映画を製作するための『交渉』
のためのキーワードだったのではないか。」48）と述べている。
14．『誉れの軍夫』
　『誉れの軍夫』については資料がほとんどない。李道明の「永樂座與日殖
時期臺灣電影的發展」は次のように述べている。「『望春風』の後，安藤は
再び第一映画製作所の国策宣伝映画『誉れの軍夫』（1938）を監督した。1938
年 ₅ 月，永楽座で封切りされている。それから間も無く，第一映画製作所
は解散した。資金不足や日中戦争激化という状況で，安藤は再び映画を撮
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る機会がなかった」49）。『誉れの軍夫』の制作や上映に関する資料は『臺灣
公論』に記録がある。呂訴上によれば，「この映画は台湾で撮影された後，
安藤太郎が『望春風』とともに日本に持って行って，プリントや録音を行
った。台湾における『誉れの軍夫』の上映は『望春風』より一ヶ月遅れ
た」50）。李道明の資料によると，『望春風』の上映は1938年 ₁ 月で，『誉れの
軍夫』は同年の ₅月だった。同じ安藤太郎が監督，同じ第一映画製作所の
作品で，公開日も半年の差しかない『望春風』と『誉れの軍夫』であるが，
あまりにも残された資料の量が違いすぎる。『望春風』が大変な評判を呼ん
だにもかかわらず，同じ監督，同じ製作所の『誉れの軍夫』は写真も広告
も残っておらず，さらに概要も不詳であることには違和感を感じる。
　一般的に，この映画はタイトルや，制作年（1937年）に日中戦争が始まっ
たという背景から，「台湾人が志願兵になり，南洋へ出征することをきわめ
て光栄と見なし，地方の人々も彼らを熱烈に歓送することを奨励する物語
である。」51）と判断されている。しかし台湾における志願兵制度の検討が始
まったのは1940年である。漢民族が中心の島民を中国戦線に投入するのは
不安だが，南方戦線ならば問題がないと判断されたという52）。結局，台湾
において志願兵制度の導入発表は1941年で，正式に導入されたのは1942年
である。一方，台湾総督府が部隊内で雑役に従事する軍夫や通訳を務める
軍属の募集を始めたのは1937年だが，それは中国戦線の拡大によることで，
南方戦線に投入するためではなかった。したがって，1937年に制作された
映画が南洋への出征を宣伝することはないと判断できるだろう。
　映画『誉れの軍夫』と違い，『誉れの軍夫』という歌についての研究は少
なくない。1934年に発表された台湾の民謡『雨夜花』は，1938年に栗原白
也が新たに作詞して『誉れの軍夫』という軍歌に改編された。しかし，『望
春風』のように，『誉れの軍夫』も歌から映画に改編されたものかどうかは
不明である。
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15．『南方発展史 海の豪族』
　1942年に上映された『南方発展史 海の豪族』の原作は長谷川伸の『浜田
弥兵衛』で，三代将軍家光の時代のタイオワン事件に基づいて改編された
作品である。台湾での支配を強めようとしたオランダ総督は日本人を追い
払う。長崎代官配下の朱印船船長の浜田弥兵衛はオランダ総督に勇ましく
立ち向かい，台湾の人々を解放する。浜田弥兵衛の仲間の津軽小四郎は原
住民の信頼を得て，頭目の娘と結婚するという物語である。
　タイトルからしても，さらに浜田弥兵衛の物語を選ぶことから見ても，
台湾での統治を正当化したいという目的が明らかであった。原住民を教化
し，中国商人に歓迎される描写もあるようで，この映画は南進政策を宣伝
する国策映画と断言できる。蔡蕙光の研究によると53），日本の歴史教科書
における台湾の記述は，小学校と公学校で違っていた。例えば小学校の「豐
臣秀吉」の章節に台湾についての記録はないが，公学校の章節には台湾の
記録がある。また日下部龍太の研究によると54），『公学校用日本歴史』は，
文部省版歴史教科書とほとんど同じ内容であるが，『公学校用日本歴史』の
みに確認できる台湾史の記述として，鄭成功，および1874年の「征台の役」
の二つがある。浜田弥兵衛については鄭成功の部分に記載がある。
　「我が國人が海外へ出かけ始めたのは，鎌倉時代の末から室町時代に
かけての頃で，臺灣の歴史がかすかに分るのも，同じ頃からです。も
と臺灣に住つてゐたのは蕃人ばかりでしたが，此の時代から我が國人
がだんだん來るやうになり，同時に明の方からも來るものがありまし
た。けれども秀吉が使を出した頃は，この島のことはまだよく世に知
られてゐませんでした。將軍秀忠の時代になつて，オランダ人は安平・
臺南地方を占領し，ついでイスパニヤ人は基隆・淡水地方を占領しま
した。山田長政が遐羅へ行つて巧名を立てたり，濱田彌兵衞が臺灣へ
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來て，オランダ人を懲らしたりしたのは，此の頃のことです。」55）
　この教科書のみに確認できる台湾史について，日下部龍太は次のように
述べている。「『かすかに分る』や『世に知られてゐませんでした』は，日
本側から見た判断であり，漢人に対して日本側の解釈を教授している。ま
た，『蕃人（原住民）』を漢人と別次元に捉えていることが読み取れ，日本人
である浜田弥兵衛の行動には『オランダ人を懲らした』という価値付けが
なされている。」56）さらに，当時南進論が正式に国策とされた背景から判断
すると，この映画は南進政策を宣伝する国策映画に違いない。
16．『サヨンの鐘』
　1943年に上映された映画『サヨンの鐘』は実話に基づいて改編された作
品である。台湾東北にあるタイヤル族の集落に警察官として赴任していた
日本人，田北のところに召集令状が届く。暴風雨の中，集合場所に向かう
田北のために荷物運びをしたサヨンは，川を渡っている時に渓流に落ちて
死んでしまう。この話は，出征する恩師を見送るために少女が命を犠牲に
したという愛国美談，つまり理蕃政策の成功や国のために殉じる精神など
の宣伝となり，台湾総督府はサヨンを顕彰する鐘と碑も建てた。この事件
に基づいた「サヨンの鐘」という歌や脚本，小説なども創作された。
　清水宏が監督，李香蘭などの日本人が主演した映画『サヨンの鐘』は実
話を大幅に改編している。集落に警察官として赴任してきた武田という日
本人は教師も務めていて，ヒロインのサヨンは彼の学生，国語が流暢な蕃
童教育所の優等生である。集落の青年男女は武田を敬慕し，さらに武田の
指導によって，高砂義勇隊に召集されることを願い，国のために命を投げ
出す覚悟を決めている。サヨンの恋人，内地留学を終えて帰ってきたサブ
ロは特にそうだった。しかし，サブロの幼馴染のモーナはサブロが内地か
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ら帰ってきた後，ずっと浮かない顔をしていて，さらにサブロに怪我を負
わせてしまう。モーナの恋人，ナミナは異変に気付いて，モーナがサヨン
に想いを寄せているのではと思う。だが実のところ，モーナは自分が内地
に行けなかったことが悔しくて，内地に行ったサブロに嫉妬していたのだ
った。ある日，集落に召集令状が届く。サブロは選に漏れたが，モーナは
召集されることになった。大雨の夜，サヨンは万歳を叫びながら，召集さ
れた武田先生の一行を送る途中，渓流に落ちた。集落の子供たちはサヨン
をしのんで，鐘の音に耳を澄ませながら，湖に向かってサヨンの名を呼び
続ける。
　2009年に川瀬健一が「台湾で『サヨンの鐘』は上映されなかった」57）こ
とを明らかにするまで，映画『サヨンの鐘』は台湾で上映されたという前
提で研究や議論がされていた。しかし台湾で『サヨンの鐘』が上映された
という記事が『臺灣日日新報』，『臺灣新報』などにはないことを，川瀬健
一は指摘した。さらに彼は1943年12月16日封切りの『山の娘サヨン』とい
う映画の広告が『臺灣日日新報』に掲載されていること58）を発見した。広
告を見ると，元々『サヨンの鐘』の広告にあった「台湾総督府後援」とい
う文字がなくなり，『山の娘サヨン』と改題されたことがわかる。この説を
元に，林沛潔は上映当時の評論を多く引用して，『サヨンの鐘』が『山の娘
サヨン』と改題された理由の一つは，皇民化政策の成功や原住民の愛国心
などのアピール不足により，台湾総督府が望んだ政治的な宣伝効果が生ま
れなかったためであると分析した59）。『サヨンの鐘』が『山の娘サヨン』と
改題されて，1943年12月16日に台湾で上映されたことは事実だが，『サヨン
の鐘』という題名で台湾で上映されたかどうかについては疑問が残る。林
獻堂の『灌園先生日記』には，1944年 ₇ 月 ₆ 日に「夜は博正を連れて芭蕉
市場に行き，映画『サヨンの鐘』を見た。」60）という記録がある。また，1994
年に高砂義勇軍だった高聰義61）が再び『サヨンの鐘』を見た時，「当時，高
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砂義勇軍に入隊してはるばる南洋に行く時，この映画の戦争の様子を見て，
涙が溢れた。しかし後に戦場に行くと，勇ましい原住民たちは捨て駒だっ
たことが分かった。死傷者は数知れない。自分も戦争の被害者だ。本当に
ペテンだった。」62）と語った記録がある。高聰義は他の本でも似たような発
言をして63），台北の公会堂（現在の中山堂）で『サヨンの鐘』を見たと語っ
ている。李香蘭の人気のため，『サヨンの鐘』は台湾で撮影された時から多
く報道された。したがって，『山の娘サヨン』として上映されたのに，観客
の記憶に残ったのは『サヨンの鐘』だったという可能性もある。いずれに
せよ，現存の資料から判断する限り，『サヨンの鐘』が台湾で上映されたか
どうかについては疑問が残る。
　上映当時の『朝日新聞』や『臺灣公論』に掲載された評論を見ると，高
砂族の皇民らしい姿が全く描かれていない，サヨンの愛国美談と合致して
いない，サヨンと恩師の関係描写が希薄であり，青年男女の恋愛模様が中
心になっているなど，不評である。しかし今から見ると，『サヨンの鐘』は
確かに国策映画の枠の中にある作品だった。人々を戦場に駆り立てること
や，挙国一致で戦争に臨む雰囲気をつくることに役立ったと言える。恋愛
関係の描写についても，『サヨンの鐘』は既存の映画のように「被支配者が
支配者に想いを寄せる」形ではない。サヨンと武田先生との関係描写は少
なく，実はモーナと武田先生との関係がより深く描かれた。「支配者の指導
により，被支配者が皇民化される」文脈は明らかだ。映画でモーナは重要
な役割を演じる。モーナが登場するシーンから，観客は原住民と内地人と
の仲の良さや，国のために戦場に発つ原住民の愛国心などを感じる。特に
注目すべきなのは，『サヨンの鐘』のロケ地が事件の本当の発生地ではな
く，霧社の近くにあった桜社という集落を選んでいることである。桜社は
霧社事件で蜂起したセデック族の部落の一つだった。加えて役の名前をモ
ーナとしているので，「霧社事件を起こした原住民が，今は皇民化され，愛
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国的な日本人として，戦争への参加を望んでいる」というような宣伝意図
は十分に明確であった。
　モーナに比べて，主人公であるはずのサヨンに対する描写は確かに不足
している。主にサヨンの天真爛漫さや美しさを表すだけで，最も重要な渓
流に落ちるシーンはさらに多くの批判を招いた。実際にあった出来事で，
サヨンは荷物を運ぶ途中で渓流に落ちる。だが，映画の中でのサヨンは荷
物運びをせず，「バンザーイ」と叫びながら先生たちを見送り，突然渓流に
落ちた。映画の前半でサヨンの愛国心について強く描くこともないし，彼
女の死も国のための犠牲とは言い難い。そのため，映画の最後に，総督府
がサヨンを顕彰するために鐘と碑を建てる描写も当然なかった。当時の評
論を見ると，サヨンの死の必然性について疑問を持つ人は少なくなかった。
この点から見ると，『サヨンの鐘』の改題も理解できないこともない。映画
はサヨンの愛国美談と合致していないが，当時の国策とは合致している。
ただそれがヒロインのサヨンではなく，脇役のモーナによって示されるだ
けだった。全体的に見ると，『サヨンの鐘』は皇民化の成果を呈示し，愛国
心を鼓舞し，戦意高揚を目指す映画に間違いない。
四　日本の表象についての分析と考察
　植民地台湾で制作，あるいは撮影された劇映画16本を資本面から分類す
ると，三種類がある。まずは台湾の資本と人材によって制作された映画，
『誰之過』，『血痕』，『望春風』である。日本人が映画制作に全くかかわらな
いということではないが，これらの映画は台湾の資本によって，台湾人が
中心となって制作された。『望春風』の場合は安藤太郎と黃粱夢が共同監督
なので，本来は台湾の資本と人材によって制作された映画から排除される
べきだろう。しかし安藤太郎は台湾で生まれ育った。台北一中を中退後，
東京へ行き明治中学を経て明治大学を卒業した。東亜キネマで助監督もし
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ている。まもなく台湾に帰って映画を撮り，台湾人と映画製作所を作った。
このような安藤太郎の経歴に加えて，脚本も台湾人が書いているので，『望
春風』を台湾の資本と人材によって制作された映画の範疇に入れるのは適
切だと考える。
　次は台湾と日本との合資によって制作された映画，『義人呉鳳』，『怪紳
士』，『嗚呼芝山巌』である。これらの映画は合資だが，実際は日本人が中
心となって制作された。『義人呉鳳』と『嗚呼芝山巌』は間違いなく合資で
あり，監督も脚本も日本人である。『嗚呼芝山巌』はキャストが不明だが，
ストーリーから推測すると，『義人呉鳳』と同じく出演が日本人で，エキス
トラが原住民の可能性が高い。しかし『怪紳士』は少し曖昧である。『怪紳
士』は台北良玉影片公司が日本合同通信社映画部台湾映画製作所に委託し
て制作した映画なので，合資ではない可能性もある。しかし台湾の独資だ
と判断できる資料がないし，脚本も不明なので，監督が千葉泰樹であるこ
とから，この分類に入れる。
　最後は日本の資本と人材によって制作された映画，『佛陀の瞳』，『天無
情』，『阿里山の侠児』，『君が代少年』，『翼の世界』，『南国の歌』，『南方発
展史 海の豪族』，『サヨンの鐘』である。これらの映画はさらに二種類に分
けられる。一つは日本の映画会社が台湾ロケをして撮った映画，『佛陀の
瞳』，『阿里山の侠児』，『翼の世界』，『南国の歌』である。『佛陀の瞳』と
『翼の世界』は単純に台湾ロケを行っただけで，ロケ地を変えてもストーリ
ーに影響はない。特に『佛陀の瞳』について，田村志津枝は次のように述
べている。「『仏陀の眸』も台湾の現実とは関係ないサスぺンスドラマで，
悪行を働こうとした役人が突然光った仏像の瞳に恐れおののくという筋書
きだったが，背景として中国風の情緒がある場所がつかわれた。台北郊外・
板橋の富豪林本源家の庭園，大龍峒保安宮，圓山剣潭寺，大稲埕などであ
る。」64）そもそも映画自体の背景の設定は南京で，台湾の現実とは関係ない。
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直接台湾を舞台とする『阿里山の侠児』と『南国の歌』はよく国策映画，
プロパガンダ映画だと言われる。しかし政府側の指導や支援を受けたこと
を証明する資料がない限り，国の方針に相応しい映画，あるいは時局に迎
合する映画と呼ぶ方が妥当だと考える。もう一つは台湾総督府の指導によ
り制作された映画，『天無情』，『君が代少年』，『南方発展史 海の豪族』，『サ
ヨンの鐘』である。『天無情』は臺灣日日新報活動寫眞班の主導で制作され
た作品で，『臺灣日日新報』は総督府の支援を受けた官報だった。『南方発
展史 海の豪族』と『サヨンの鐘』の制作には台湾総督府の名も記載されて
いる。『君が代少年』については資料が不足しているが，柴山武矩の文章に
よると65），当時北畠現映は地震の現地を撮影したという。地震後，政府が
「君が代少年」を全面的に宣伝している点から判断すると，『君が代少年』
の制作は総督府の指導を受けたと推測できる。
　以上の分類に入らない『情潮』と『誉れの軍夫』は資料不足のため，分
類しにくい。『情潮』を制作した，上海で創設された文英影片公司の出資者
が台湾人だけかどうかは判断できない。また，当時上海にいたカメラマン
が監督に雇われている。台湾ロケを行ったという確証も上映記事もない状
況で，この映画が本当に台湾で撮影されたかどうかは疑問である。『誉れの
軍夫』は安藤太郎が監督で，第一映画製作所の作品という資料から判断す
ると，台湾資本または合資によって制作された映画かもしれないが，資料
不足のため断定できない。
　資料が少ない『天無情』，『情潮』，『誉れの軍夫』を除く13本の映画には
いくつか注目すべきところがある。まず，ストーリーが類似している。13
本の映画のうち ₄本はヒロインの父が死ぬという設定である。 ₅本の映画
の主人公は教化の過程で犠牲になる設定である。『阿里山の侠児』，『サヨン
の鐘』，『君が代少年』は日本人の先生が学生を教化し，学生は犠牲となる。
『義人呉鳳』は大官が犠牲となり，原住民を教化する。『嗚呼芝山巌』は ₂
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つの可能性がある。先生たちが教化のため犠牲になる。あるいは先生が学
生を教化する。
　次は映画に登場する民族同士の関係である。ストーリー不明の『天無情』，
『情潮』，『誉れの軍夫』を除く13本の映画のうち，日本人と原住民がともに
登場するのは ₃本，日本人と漢人がともに登場するのは ₃本，漢人と原住
民がともに登場するのは ₂本，日本人だけが登場するのは ₂本，漢人だけ
が登場するのは ₃本，原住民だけが登場するのものはない。日本人，原住
民，漢人がすべて登場するものもない。内地人と本島人は映画の中で常に
仲良く登場する。唯一殺された日本人は『阿里山の侠児』の青木牧師であ
る。恐らく内台融和の基本方針があるからだろう。したがって，『嗚呼芝山
巌』のストーリーは事件を再現するものではないと思う。映画の中で原住
民と漢人は敵対する場合がある。また，漢人は同民族でよく殺し合いをす
る。面白いのは，日本人，原住民と漢人が全部登場する映画が一つもない
ことである。李道明はこのように述べている。「以上の劇映画の内容を見る
とすぐわかるはずだ。日本の統治当局や民間の映画関係者が原住民という
題材に興味を持つ理由は異国情緒のほか，主に政策を宣伝するためだった。
これらの映画の観客は明らかに漢人と日本人である。何基明監督は次のよ
うに語っている。『サヨンの鐘』は台湾の平地人に見せるべきだ。『生蕃』
でも『愛国』になるのだから，平地人も後れを取ってはならない」66）。
　植民地台湾で制作，あるいは撮影された劇映画における日本人の表象は
単純である。特に女性はすべて優しい令嬢である。男性の方は比較的変化
に富んでいる。学生を教化する先生，勇ましく戦う船長，心が広く義を重
んじる操縦士と自分勝手で心が弱いその友達などである。
　映画では日本人以外の具体的な日本の表象として，例えば日本の歌曲，
和服，日本式家屋なども登場する。しかし，日本統治時期という特殊な時
代背景において，これらのものが登場することには表象的意味が見出せな
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い。そのため，この時期の日本の表象は，主に日本人の表象になる。これ
は他の時期の台湾映画との大きな違いである。
五　お わ り に
　植民地台湾で制作された劇映画における日本人の表象と，他の時期の台
湾映画における日本人の表象の間には，とても大きな違いがある。日本統
治時期を起点として，1950年代からの国民党権威時期，1980年代からの台
湾ニューシネマ時期，1990年代からのポストニューシネマまでの間に，台
湾映画に登場する日本の表象がどんな変化を遂げたのかは，とても興味深
い。例えば原住民少女サヨンの実話を改編した作品『サヨンの鐘』（1943），
『紗蓉』（1958），『不一樣的月光：尋找沙韻』（2011）を比べて見ると，『サヨ
ンの鐘』の主旨は原住民青年男女の愛国心であり，みな日本に留学したい，
日本軍として戦いたいと望む。しかし『紗蓉』の中では，原住民青年が強
制的に徴兵され，愛国という概念は完全に削除されている。さらに『不一
樣的月光：尋找沙韻』において，サヨンの物語自体は意味がない。ただの
伝説として登場し，映画の主旨は原住民のルーツを探すということだった。
これらの内容については，本稿では詳述する余地がないので，拙稿「台湾
ニューシネマにおける日本の表象」67）を参照されたい。また，1950年代か
らの国民党権威時期の映画における日本の表象については，近く別稿にま
とめる予定である。
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付表　植民地台湾で制作，あるいは撮影された劇映画　一覧表
タイトル 制作 監督 脚本 出演 出資
1924 『佛陀の瞳』 松竹 田中欽之 主役 :日本人
脇役 : 漢人
日本
1925 『天無情』 臺日社 主役 :日本人
脇役 : 漢人
日本
1925 『誰之過』 台湾映画研究会 劉喜陽 劉喜陽 漢人 台湾
1926 『情潮』 文英影片公司 川谷庄平
1927 『阿里山の侠児』日活 田坂具隆 畑本秋一 主役 :日本人
エキストラ :
原住民
日本
1929 『血痕』 百達影片公司 張雲鶴 張雲鶴 漢人 台湾
1932 『義人呉鳳』※ 日本合同通信社 千葉泰樹
安藤太郎
多藪詔啓 主役 :日本人
エキストラ :
原住民
合資
1933 『怪紳士』 日本合同通信社 千葉泰樹 主役 : 漢人
脇役 :日本人
合資
1936 『嗚呼芝山巌』 国粋映画社 静香八郎 北畠現映 合資
1936 『君が代少年』 国粋映画社 日本
1936 『翼の世界』※ 日活 田口哲 武田寅男 日本人 日本
1937 『南国の歌』 日活 首藤寿久 荒牧芳郎
鈴木紀子
日本人 日本
1938 『望春風』 第一映画製作所 安藤太郎
黃粱夢
李臨秋 主役 : 漢人
脇役 :日本人
台湾
1938 『誉れの軍夫』 第一映画製作所 安藤太郎
1942 『南方発展史
 海の豪族』
台湾総督府
日活
荒井良平 片桐勝男 日本人 日本
1943 『サヨンの鐘』※ 台湾総督府
満洲映画協会
松竹
清水宏 長瀬喜伴
牛田宏
斎藤寅四郎
日本人 日本
　※フィルムの現存するものである。

